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議会運営委員会要点記録 

 

○開会日時 令和２年２月１７日（月） 午前１０時 

○場  所 伊東市役所第２委員会室 

○出席委員 ６名 

       １ 番  青 木 敬 博 君   ２ 番  長 沢   正 君 

       ３ 番  四 宮 和 彦 君   ４ 番  宮 﨑 雅 薫 君 

       ５ 番  大 川 勝 弘 君   ６ 番  重 岡 秀 子 君 

○出席議員 ５名 

       議 長  佐 山   正 君   副議長  中 島 弘 道 君 

       議 員  杉 本 憲 也 君   議 員  井 戸 清 司 君 

        〃   篠 原 峰 子 君 

○オブザーバー ５名 

       議 員  田久保 眞 紀 君   議 員  仲 田 佳 正 君 

        〃   鈴 木 絢 子 君    〃   浅 田 良 弘 君 

 〃   石 島 茂 雄 君 

○出席議会事務局職員 ５名 

       局  長  稲 葉 和 正   局長補佐  富 岡   勝 

       係  長  山 田 恵理子   主  査  森 田 洋 一 

       主  事  山 田 拓 己 

○会議に付した事件 

 １ 市議会３月定例会の運営について  

  ⑴ 議案の付託、即決について 

  ⑵ 請願、陳情の取り扱いについて  

  ⑶ 予算大綱質疑について 

  ⑷ 一般質問について 

  ⑸ 所管事務調査の議決について 

  ⑹ 会期及び日程について 

  ⑺ その他 

 ２ 意見書について 

 ３ その他 

  ⑴ 令和２年度議会費当初予算について  
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  ⑵ その他 

━━━━━━━━━━━━━━ 

○会議の経過概要 

○委員長（宮﨑雅薫君）開会する。 

━━━━━━━━━━━━━━ 

○委員長（宮﨑雅薫君）日程第１、市議会３月定例会の運営についてを議題とする。  

⑴ 議案の付託、即決についてから⑺ その他までを事務局長から説明する。 

○事務局長（稲葉和正君）順次、説明をさせていただく。 

⑴ 議案の付託、即決についてである。資料１ページ及び２ページを参照いただきたい。提

出議案については、条例８件、単行議案３件、補正予算７件、新年度予算１０件、以上２８件

である。それぞれについて、概略を説明する。 

まず、条例８件から申し上げる。市議第３９号 伊東市印鑑条例の一部を改正する条例は、

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律

が公布されたことに伴う改正である。登録資格において、印鑑の登録を受けることができない

者のうち、「成年被後見人」を「意思能力を有しない者」と改め、印鑑登録の抹消事由から

「後見開始の審判が確定したとき」を削除するとともに、用語の整理を行うもので、令和２年

４月１日から施行するとしている。常任総務委員会付託をお願いする。 

次の、市議第４０号 伊東市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例

の一部を改正する条例は、会計年度任用職員制度の導入により新設される「フルタイム会計年

度任用職員」については、常勤職員と同様に、給料、手当及び旅費の支給対象であることが明

確化されたことに伴う改正である。給料を支給される非常勤職員の補償基礎額について、常勤

職員の公務災害補償に係る平均給与額の規定に準じることとする規定を整備するもので、令和

２年４月１日から施行するとしている。常任総務委員会付託をお願いする。 

次の、市議第４１号 子ども・子育て支援法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の

整備に関する条例は、子ども・子育て支援法の一部を改正する法律が公布されたことにより、

関係条例について、幼児教育・保育無償化に伴う所要の改正を行うものである。第１条では、

伊東市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例について、

幼児教育・保育無償化に伴う食事の提供に要する費用の取り扱いの変更や、特定子ども・子育

て支援施設等の運営に関する基準の新設等についての規定を整備するとともに、第２条では、

伊東市立保育所条例について、引用条項の整理を行うもので、公布の日から施行するとしてい

る。常任福祉文教委員会付託をお願いする。 

次の、市議第４２号 伊東市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める
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条例の一部を改正する条例は、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るため

の関係法律の整備に関する法律及び放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一

部を改正する省令が公布され、人員基準についても参酌基準となることに伴う改正である。附

則において、設備基準に関する経過措置及び放課後児童健全育成事業における児童数に関する

経過措置を令和６年３月３１日までとすること、また、放課後児童支援員の研修の修了に関す

る経過措置を令和４年３月３１日までとする改正を行うもので、令和２年４月１日から施行す

るとしている。常任福祉文教委員会付託をお願いする。 

次の、市議第４３号 伊東市祝金条例の一部を改正する条例は、「伊東っ子誕生祝金」の贈

呈額について、子育て支援の充実や少子化対策の強化などを図るため、第２子以降の贈呈額に

ついて増額するもので、これまでの第１子５万円、第２子４万円、第３子以降３万円を、一律

５万円とする改正を行うものである。令和２年４月１日から施行するとしている。常任福祉文

教委員会付託をお願いする。 

次の、市議第４４号 伊東市国民健康保険税条例の一部を改正する条例は、地方税法施行令

等の一部を改正する政令が施行され、国民健康保険税の被保険者間の負担の公平化と低中所得

者の負担軽減を図るため、基礎課税額の賦課限度額について５８万円から６１万円に改正する

もので、令和２年４月１日から施行するとしている。常任総務委員会付託をお願いする。 

次の、市議第４５号 地方自治法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関

する条例は、地方自治法等の一部を改正する法律が施行されたことに伴い、伊東市監査委員に

関する条例のほか関係条例について、引用条項の整理など所要の改正を行うもので、令和２年

４月１日から施行するとしている。常任観光建設委員会付託をお願いする。 

次の、市議第４６号 伊東市大原武道場条例の一部を改正する条例は、大原武道場の第１道

場及び第２道場に令和元年度に設置される冷暖房設備について、使用者から冷暖房使用料を徴

収するための改正である。第１道場及び第２道場の冷暖房使用料として、１時間につき３００

円の使用料を新たに規定するもので、令和２年４月１日から施行するとしている。常任福祉文

教委員会付託をお願いする。 

次に、単行議案３件について申し上げる。単行議案については、先例に倣い、委員会付託を

省略し、即決でお願いいたいと存じる。 

市議第４７号 市の義務に属する損害賠償の額を定めることについては、令和元年９月の台

風１５号による断水の復旧に当たり、給水管内の水圧上昇により発生した、給水管漏水事故に

係る損害賠償額について、伊東市水道事業の設置等に関する条例第７条の規定により、議会の

議決を求めるものである。議決後に損害賠償を行うことになるが、速やかに着手したいとのこ

とであるので、定例会初日に即決をお願いする。 
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次の、市議第４８号 市の義務に属する損害賠償の額を定めることについては、令和元年９

月の台風１５号による断水の復旧に当たり、配水管減圧弁装置が故障したことにより発生した、

給水管漏水事故に係る損害賠償額について、伊東市水道事業の設置等に関する条例第７条の規

定により、議会の議決を求めるものである。議決後に損害賠償を行うことになるが、速やかに

着手したいとのことであるので、本案についても、定例会初日に即決をお願いする。 

市議第４９号 小学校電子黒板等購入契約の締結については、小学校１０校の普通教室に電

子黒板等を整備するため、物品購入契約を締結するに当たり、伊東市議会の議決に付すべき契

約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定に基づき、議会の議決を求めるものであ

る。議決後に本契約を締結することになるが、年度内に整備を図るため、速やかに着手したい

とのことであるので、本案についても定例会初日に即決をお願いする。 

続いて、７件の補正予算についてであるが、まず、市議第５０号 令和元年度伊東市一般会

計補正予算（第７号）は、補正予算の規模は１億４，００２万５，０００円の追加で、補正後

の予算規模を２８０億５，４６０万１，０００円とするものである。本補正予算は、第一に、

各種事務事業経費の整理、第二に、教育費における国の整備方針に基づく小・中学校の校内Ｌ

ＡＮ環境の整備、第三に、令和２年度当初にかけての切れ目のない経済対策事業や、市民の生

活環境向上対策事業を実施するための経費の追加が主な内容である。 

歳出各款においては、例年どおり、人件費や各種事業の執行経費を整理することに加えて、

増額が見込まれる、ふるさと伊東応援寄附金に対する返礼事業経費の追加や、対象者数が見込

みを下回ったことによる児童手当やプレミアム付き商品券事業における不用額の整理、タウン

ミーティング等における市民要望への対応や令和２年度当初にかけての経済対策のための生活

環境向上対策事業の計上や、教育費においては、小・中学校における施設長寿命化計画策定委

託料等の契約差金を整理するとともに、国の整備方針に基づく校内ＬＡＮ環境整備に係る経費

の計上を、また、災害復旧費においては、令和元年１０月の台風１９号により被災した赤沢漁

港及び八幡野漁港に係る災害復旧工事経費等の追加を行うものである。 

一方、歳入では、ふるさと伊東応援寄附金及びふるさと伊東応援基金繰入金の増額のほか、

小・中学校のＬＡＮ環境整備に係る国庫補助金の追加及び事業費の整理による市債の減額が主

なものである。 

また、繰越明許費として１６事業、７億９，２７０万５，０００円の計上を行っている。 

次の、市議第５１号 令和元年度伊東市下水道事業特別会計補正予算（第２号）は、補正予

算の規模は１，７１４万円の減額で、補正後の予算規模を２１億１，６８６万円とするもので

ある。補正内容は、人件費の整理と工事計画の見直し等による工事請負費及び委託料の減額が

主なものである。 
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次の市議第５２号 令和元年度伊東市競輪事業特別会計補正予算（第２号）は、補正予算の

規模は１０億円の追加で、補正後の予算規模を２１１億８，３４１万５，０００円とするもの

である。補正内容は、車券の売上が好調に推移し、当初の見込みを上回ることから、歳入にお

いて車券売上金の増額、歳出では車券売上金の増額に見合う場外車券売上手数料や、勝者投票

払戻金などを追加するものである。 

 次の市議第５３号 令和元年度伊東市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）は、

補正予算の規模は１億６，７５２万６，０００円の追加で、補正後の予算規模を９０億８５８

万円とするものである。補正内容は、歳出において、一般被保険者療養給付費などの増額や、

各種事務経費等の整理が主なものであり、歳入では、一般被保険者療養給付費の増額に伴う保

険給付費等交付金の増額や、保険基盤安定繰入金の増額、国保事業費納付金の財源組み替えに

よる一般会計繰入金の減額が主なものである。 

次の市議第５４号 令和元年度伊東市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）は、補正予

算の規模は４，６１９万７，０００円の追加で、補正後の予算規模を８２億８，０４０万１，

０００円とするものである。補正内容は、歳出において、不足が見込まれる居宅介護サービス

給付費の増額や、保険給付支払準備基金積立金の減額などが主なものであり、歳入では、給付

費の増額に見合う国県支出金や、一般会計繰入金などを追加するものである。 

次の市議第５５号 令和元年度伊東市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、補正

予算の規模は２，３２８万１，０００円の増額で、補正後の予算規模を２１億１，１９７万円

とするものである。補正内容は、歳出において、広域連合に納付する後期高齢者医療保険料負

担金や保険基盤安定負担金を増額するとともに、各種事務経費等の整理を行うもので、歳入で

は、後期高齢者医療保険料の増額と一般会計からの保険基盤安定繰入金の増額が主なものであ

る。 

次の市議第５６号 令和元年度伊東市水道事業会計補正予算（第２号）は、補正予算の規模

は、収益的収入を６９７万４，０００円増額し、補正後の額を１７億８１２万３，０００円と

し、収益的支出を２，７８４万１，０００円増額し、補正後の額を１６億２，９２６万９，０

００円とするもので、また、資本的支出において７，１１３万６，０００円を減額し、補正後

の額を９億７，５５１万２，０００円とするものである。補正内容は、収益的収入においては、

水道賠償責任保険に関する雑収益の増額と、収益的支出では、燃料費調整単価の高騰による動

力費の増額が主なものであり、資本的支出においては、工事計画見直しによる工事請負費の減

額が主なものである。 

以上、市議第５０号から市議第５６号までの７件の補正予算については、従来の例に倣い、

委員会付託を省略し、即決とさせていただきたいと存じる。 
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具体的には、このあとの、会期及び日程についての説明と前後するが、２月２１日（金）は

説明のみとし、３月１１日（水）の議案審議の日に質疑から入り、ご決定をお願いしたいと存

じる。 

なお、本会議における一般会計補正予算（第７号）に係る質疑については、５つに区分し、

１つ目として歳出第２款総務費、第３款民生費及び第４款衛生費の３款、２つ目として第６款

農林水産業費、第７款観光商工費及び第８款土木費の３款、３つ目として第９款消防費、第１

０款教育費、第１１款災害復旧費及び第１４款予備費の４款、４つ目として歳入全般、５つ目

として債務負担行為の補正、地方債の補正及び繰越明許費、以上５つに区分して行わせていた

だく。 

次に、新年度予算１０件についてであるが、新年度予算については、これまでの例により、

一般会計については、歳入は常任総務委員会、歳出は各常任委員会に分割付託し、特別会計、

企業会計については所管の常任委員会へ、予算大綱質疑終結後、付託をお願いする。 

続いて、⑵ 請願、陳情の取り扱いについてである。これまでに２件の陳情を受理している。

１件目は、１月１４日に郵送受理した、○○○○○○○○○○○○○○○○氏からの「おたふ

くかぜのワクチン助成制度の創設の要望」で、１月２０日に参考配付させていただいた。 

２件目は、１月２０日に郵送受理した、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○氏ほか４名からの「日本政府に核兵

器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書の提出を求める陳情」で、１月２９日に参考配

付させていただいた。 

また、議会運営委員会以後に提出された請願、陳情の取り扱いに関しては、議長の手元にお

いて、議会運営委員長及び所管常任委員長とご協議、ご決定いただくこととなる。 

次に、⑶ 予算大綱質疑についてである。予算大綱質疑を、申し合わせにより、会派及び会

派に所属していない議員により実施する。持ち時間は、議員１人当たり答弁込みで２０分とし、

これまでの例により、２人会派に会派として５分、会派に所属していない議員それぞれに５分

を上乗せして、通告に基づきお願いいたしたいと存じる。 

なお、予算大綱質疑の通告期限は、申し合わせにより、市長施政方針の日から３開庁日後の

正午までであるので、２月２７日（木）正午までとなる。 

予算大綱質疑の順序については、まず、４人会派の正風クラブ、次に３人会派であるが、こ

れまでの例により会派結成の届け出順とし、今回は公明党、清和会、自民・伊東新時代。の順

で、次回以降は、最初の会派を最後にし、その他の会派をそれぞれ繰り上げるローテーション

を組ませていただく。続いて２人会派の日本共産党の順で、最後に会派に所属していない議員

となる。したがって、予算大綱質疑の順序を改めて申し上げると、１番目正風クラブ８０分、



 - 7 - 

２番目公明党６０分、３番目清和会６０分、４番目自民・伊東新時代。６０分、５番目日本共

産党４５分、６番目から１０番目までは、会派に所属していない議員お一人２５分となる。な

お、会派に所属していない議員の順序については、通告順とする。 

次に⑷ 一般質問についてである。申し合わせにより、持ち時間５０分以内で、予算大綱質

疑のあとにお願いする。一般質問の順序について申し上げる。これまでの例により、会派の順

は、中、小、小、中、小、その次は２人会派の小会派、の順とし、以下これを繰り返すことと

なる。まず、中会派の４人会派正風クラブ、次に３人会派については、これまでのローテーシ

ョンに基づき、今回は、清和会、自民・伊東新時代。、公明党の順とし、最後に２人会派の日

本共産党の順序でお願いする。したがって、１番目正風クラブ、２番目清和会、３番目自民・

伊東新時代。、４番目正風クラブのお二人目、５番目公明党、６番目日本共産党の順序となり、

これを繰り返し、最後に、会派に所属していない議員となる。なお、会派に所属していない議

員の順序については、通告順となる。 

一般質問の通告期限については、申し合わせにより、告示日から予算大綱質疑通告期限の前

開庁日の正午までであるので、２月２６日（水）の正午までとなるが、予算大綱質疑の通告と

重ならないよう、通告期限にかかわらず、極力早めの通告を協力願う。 

また、質問される議員においては、あらかじめ当局とのヒアリングを経て通告をいただいて

いることと存じるが、質問の趣旨を的確に伝え、的確な答弁が得られるよう、あらかじめ通告

の案文を用意して臨んでいただくことを基本とし、議員と当局の双方で内容を確認しながら進

めていただくようお願いする。 

あわせて、一般質問については、新年度予算に係る内容及び他の提出議案に直接触れないよ

うにお願いする。 

次に、⑸ 所管事務調査の議決についてである。各常任委員会及び議会運営委員会所管事務

に係る令和２年度議会閉会中における継続調査の議決をお願いする。会期中における各常任委

員会及び議会運営委員会の開催に際し、ご決定をお願いする。 

次に、⑹ 会期及び日程についてである。資料６ページ及び７ページをごらん願う。会期は、

２月２１日（金）から３月２３日（月）までの３２日間の提案である。先ほどの大綱質疑及び

一般質問の実施人数を踏まえ、順を追って説明する。２月２１日（金）は、開会、議事に入り、

会期の決定を行い、市長施政方針、引き続き、条例８件、補正予算７件、計１５件の説明の後、

最後に単行議案３件の即決をお願いする。 

２２日（土）、２３日（日）及び２４日（月）は休会、２５日（火）は、新年度予算１０件

の説明のみとなる。２６日（水）は一般質問通告期限、２７日（木）は予算大綱質疑の通告期

限となる。２８日（金）は本会議なし、２９日（土）及び３月１日（日）は休会、２日（月）
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は本会議なし、３日（火）は予算大綱質疑の第１日目、４日（水）は予算大綱質疑の第２日目

とする。５日（木）は本会議なし、６日（金）は一般質問の第１日目、７日（土）及び８日

（日）は休会、９日（月）は一般質問の第２日目、１０日（火）一般質問の第３日目、１１日

（水）は議案審議をお願いする。１２日（木）は、常任観光建設委員会を第２委員会室、常任

福祉文教委員会を第１委員会室において、それぞれ午前１０時から同時開催とし、１３日（金）

は常任総務委員会を第２委員会室において午前１０時からお願いする。１４日（土）及び１５

日（日）は休会、１６日（月）及び１７日（火）は本会議なし、１８日（水）に議会運営委員

会、１９日（木）は本会議なし、２０日（金）、２１日（土）及び２２日（日）は休会、２３

日（月）を最終本会議とし、委員会付託案件の審査報告、ご決定などをお願いする。 

次に、⑺ その他であるが、２点ほどお願いいたしたいと存じる。 

まず１点目は、一般質問の際の資料提供についてである。議員からの一般質問の際の資料提

供については、質問日の前開庁日の正午までに議長の許可を得ていただくとともに、当該資料

については、当日、議場配付するので、質問日の前開庁日までに１００部を事務局にご提出い

ただくよう願う。 

２点目は、３月１６日（月）まで、市役所８階大会議室において確定申告が行われる。来庁

者駐車場が大変混み合うので、議員においては、本会議及び委員会の開催日は、早めの登庁を

願う。また、庶務課では、地下公用車駐車場に臨時来庁者駐車場を設置する。この期間のうち、

本会議及び常任委員会の開催日については、市議会議員の優先利用枠として２０台分を設定し

ていただくことになった。詳細については、文書にてお知らせするのでご協力願う。 

  以上が、市議会３月定例会の運営案である。よろしくご審議のほどお願いする。 

○委員長（宮﨑雅薫君）まず、⑴ 議案の付託、即決について、質疑、意見を伺う。発言を許す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（宮﨑雅薫君）質疑、意見なしと認め、質疑、意見を終結する。  

議案の付託、即決については、説明のとおり決定することにご異議ないか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（宮﨑雅薫君）ご異議なしと認め、さよう決定した。  

次に、⑵ 請願、陳情の取り扱いについて質疑、意見を伺う。発言を許す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（宮﨑雅薫君）質疑、意見なしと認め、質疑、意見を終結する。  

請願、陳情の取り扱いについては、説明のとおり決定することにご異議ないか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（宮﨑雅薫君）ご異議なしと認め、さよう決定した。  
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次に、⑶ 予算大綱質疑について質疑、意見を伺う。発言を許す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（宮﨑雅薫君）質疑、意見なしと認め、質疑、意見を終結する。  

それでは、予算大綱質疑を行うかどうか、各会派に伺う。 

○１番（青木敬博君）行う。 

○２番（長沢 正君）行う。 

○３番（四宮和彦君）行う。 

○５番（大川勝弘君）行う。 

〇６番（重岡秀子君）行う。 

○委員長（宮﨑雅薫君）なお、あらかじめ議長において、内々、会派に所属していない議員に確

認をさせていただいたところ、２人が実施されるとのことであるので、実施者数については、

最大５会派及び会派に所属していない議員２人ということで調整し、決定させていただく。こ

れに、ご異議ないか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（宮﨑雅薫君）ご異議なしと認め、さよう決定した。  

発言の順序について、事務局長から説明する。 

○事務局長（稲葉和正君）発言順序及び時間を申し上げる。第１日目、３月３日（火）の１番目

正風クラブ８０分、２番目公明党６０分、３番目清和会６０分。翌日の第２日目、３月４日

（水）、１番目自民・伊東新時代。６０分、２番目日本共産党４５分、３番目、４番目会派に

所属しない議員それぞれ２５分となる。なお、午前中の予算大綱質疑が早く終了しても、その

日の午後に予定されている会派の開始時間は崩さないようにして行うのであらかじめご了承願

う。また、質疑される議員におかれては、あらかじめ当局とのヒアリングを経て通告をいただ

いていることと存じるが、質疑の趣旨を的確に伝え、的確な答弁が得られるよう、あらかじめ

通告の案文を用意して臨んでいただくことを基本とし、議員と当局の双方で内容を確認しなが

ら進めていただくよう、お願い申し上げる。 

○委員長（宮﨑雅薫君）予算大綱質疑については、予算審議に係る大綱の質疑とし、会派及び会

派に所属していない議員により、関連質疑なしで実施する。また、発言の順序についても、説

明のとおりお願いする。以上のとおり決定することに、ご異議ないか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（宮﨑雅薫君）ご異議なしと認め、さよう決定した。  

なお、大綱質疑の通告期限については、２月２７日（木）の正午までとしているのでご留意

願う。 
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次に、⑷ 一般質問について質疑、意見を伺う。発言を許す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（宮﨑雅薫君）質疑、意見なしと認め、質疑、意見を終結する。  

それでは、恐れ入るが、各会派における一般質問の実施者数を順次お知らせ願う。  

○１番（青木敬博君）２人。 

○２番（長沢 正君）２人。 

○３番（四宮和彦君）２人。 

○５番（大川勝弘君）２人。 

〇６番（重岡秀子君）２人。 

○委員長（宮﨑雅薫君）なお、あらかじめ議長において、内々、会派に所属していない議員に確

認をさせていただいたところ、５人実施されるとのことであるので、ただいま伺った各会派の

実施人数と合わせ、発言者の人数については、最大１５人ということで調整し、決定させてい

ただく。これに、ご異議ないか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（宮﨑雅薫君）ご異議なしと認め、さよう決定した。  

発言の順序について、事務局長から説明する。 

○事務局長（稲葉和正君）発言順序を申し上げる。一般質問第１日目、３月６日（金）１番目正

風クラブ、２番目清和会、３番目自民・伊東新時代。、４番目正風クラブ２人目、５番目公明

党。第２日目、３月９日（月）１番目日本共産党、２番目清和会２人目、３番目自民・伊東新

時代。２人目、４番目公明党２人目、５番目日本共産党２人目。第３日目、３月１０日（火）

は会派に所属していない議員の１人目から５人目である。会派に所属していない議員の発言は

通告順となる。なお、午前中の一般質問が早く終了したとしても、その日の午後に予定されて

いる質問者の開始時間は崩さないようにして行うので、あらかじめご了承願う。  

○委員長（宮﨑雅薫君）一般質問については、１人５０分以内、関連質問なしで実施する。また、

質問の順序についても、説明のとおりお願いする。以上のとおり決定することにご異議ないか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（宮﨑雅薫君）ご異議なしと認め、さよう決定した。  

なお、通告期限については、予算大綱質疑通告期限の前日である２月２６日（水）の正午ま

でとしているのでご留意願う。また、予算大綱質疑の通告と重ならぬよう、通告期限にかかわ

らず、できる限り早目に提出いただくようご協力をお願いする。  

次に、⑸ 所管事務調査の議決について質疑、意見を伺う。発言を許す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（宮﨑雅薫君）質疑、意見なしと認め、質疑、意見を終結する。  

所管事務調査の議決については、説明のとおり決定することにご異議ないか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（宮﨑雅薫君）ご異議なしと認め、さよう決定した。  

次に、⑹ 会期及び日程について質疑、意見を伺う。発言を許す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（宮﨑雅薫君）質疑、意見なしと認め、質疑、意見を終結する。  

会期及び日程については、説明のとおり決定することにご異議ないか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（宮﨑雅薫君）ご異議なしと認め、さよう決定した。  

次に、⑺ その他での、一般質問の際の資料提供については、説明のとおりご了承願う。ま

た、確定申告期間における来庁者駐車場については、混雑することが予想されるので、ご留意

願う。 

そのほかに、３月定例会の運営について、委員から何かあれば、質疑、意見を伺う。発言を

許す。 

〇６番（重岡秀子君）一般質問の順番が決まり、どの議員が何日に実施するか決まった後、今ま

で市議会のホームページに掲載しているか。できれば掲載したほうが、傍聴者も来やすいと思

うが、いかがか。（「質問通告要旨に順番と日時が記載されて掲載されている」と呼ぶ者あり）

それならば、よい。 

○委員長（宮﨑雅薫君）それから、午前中の質問が早く終了したとしても、その日の午後に予定

されている質問者の開始時間は崩さないようにして行うので承知おき願う。 

ほかに質疑、意見はあるか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（宮﨑雅薫君）質疑、意見なしと認め、質疑、意見を終結する。  

以上で、日程第１、市議会３月定例会の運営についてを終了する。 

━━━━━━━━━━━━━━ 

○委員長（宮﨑雅薫君）日程第２、意見書についてを議題とする。 

今定例会に提起された意見書案は、公明党から提起された意見書案１件である。それでは、

公明党代表の長沢委員から説明をお願いする。資料は８ページになる。 

○２番（長沢 正君）それでは、中高年のひきこもりに対する実効性ある支援と対策を求める意

見書案の概要について説明する。政府が中高年層を対象に初めて実施した全国規模の調査が昨

年３月に公表されたが、４０歳から６４歳のひきこもりが全国で約６１万人に上るというよう
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な推計が出され、社会に大きな衝撃を与えたところである。ひきこもり期間の長期化や高齢化

により高齢者の親とともに社会的に孤立するケースも少なくなく、就職氷河期世代も含めた中

高年のひきこもりに対して、これまで以上に実効性ある支援と対策を講じるべきである、この

ように考えるところである。中高年のひきこもりについては、個々人やその家族だけの問題で

はなく、社会全体で受け止めるべき大変重要な課題と捉え、中高年のひきこもりにある者への

支援の充実を政府に対し求めるものである。細かいところについては意見書案を読んでいただ

ければと思う。 

○委員長（宮﨑雅薫君）提起された意見書案の取り扱いについては、最終本会議前の３月１８日

の本委員会において、協議、決定することとなるが、今後の協議、調整に資するため、各会派

及び会派に所属していない議員から、順次、意見を伺う。 

○１番（青木敬博君）会派内では特に問題はないという見解に至っているが、最終日前の本委員

会ではっきり回答する。 

○３番（四宮和彦君）意見書の趣旨自体に反対するものではないが、あとは、どういう対策を求

めるのか、どういう財政措置を求めるのかなどの細かいところを、もう一度会派に持ち帰って

検討したい。 

○５番（大川勝弘君）意見書の趣旨自体は反対するものではないので、おおむね賛成ではあるが、

最終日前の本委員会できちんと回答したい。 

〇６番（重岡秀子君）趣旨はよいと思う。要望事項があれば意見を伝えていく。 

○オブザーバー（田久保眞紀君）趣旨は非常によいと思う。実際にどのように実施するのかにつ

いて検討したい。 

○オブザーバー（仲田佳正君）趣旨は問題ない。 

○オブザーバー（鈴木絢子君）趣旨はよいと思う。また意見書案をしっかり読んで検討したい。 

○オブザーバー（浅田良弘君）今、意見書案を少し読んだが、持ち帰ってしっかり読んで検討し

たい。 

○オブザーバー（石島茂雄君）私もこの世代に入ったと痛感した。物理的に外に出られない方、

経済的に出られない方、精神的に出られない方のすみ分けはどうなのか、一括りにして「ひき

こもり」として議論してよいのかと感じた。趣旨自体は非常によいものだと思う。  

○委員長（宮﨑雅薫君）ただいま伺ったところ、各会派及び会派に所属していない議員全員から

おおむね賛同を得てはいるが、ただし、具体的な要望事項部分は検討したいということである。

したがって、本案については、提起会派において、それぞれ各会派及び会派に所属していない

議員との調整を進めていただくとともに、最終本会議前の３月１８日の本委員会において、改

めて全会一致に向けた調整を行い、その取り扱いについて、協議、決定することとする。  
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以上で、日程第２、意見書についてを終了する。 

━━━━━━━━━━━━━━ 

○委員長（宮﨑雅薫君）日程第３、その他を議題とする。 

⑴ 令和２年度議会費当初予算について及び⑵ その他について、事務局長から説明する。 

○事務局長（稲葉和正君）初めに、⑴ 令和２年度議会費当初予算についてである。資料９ペー

ジ及び１０ページの議会費予算事項別明細書をご参照願う。令和２年度における議会費の総額

は、２億１，８０１万８，０００円であり、前年度当初予算に対し５８８万８，０００円、２．

８％増となっている。本資料にそって節別に説明するが、記載の金額については読み上げない

のでご了承願う。 

  まず、第１節報酬は、定数の２０人分の報酬である。２節給料は、事務局職員６人の給料で、  

 ３節職員手当等は、議員期末手当と事務局職員の各種手当である。４節共済費は、議員共済給

付負担金と事務局職員の共済組合負担金で、平成２３年６月１日をもって廃止された議員年金

は、経過措置として、給付に要する費用の財源は毎年度、各地方公共団体が公費で負担するこ

とになっている。議員共済給付負担金の率は前年度の３６．９％が令和２年度は３５．４％に

下がったが、負担金算定の基礎となる４月１日現在の議員の人数が１８人から２０人に増加し

たため、対前年度比２９万８，０００円の増となった。 

  ５節災害補償費は科目設定で、７節報償費については、議員研修会や視察先等への講師に対

する謝礼を計上した。８節旅費は、議員１人当たりの行政視察旅費１２万円、調査活動旅費８

万円のほか、各種議長会等出席のための旅費の計上で、９節交際費は、平成２５年度から１１

０万円を９０万円としている。１０節需用費は、新聞購読料、法規追録代、事務用品代、議会

車ガソリン代、市議会だより印刷製本費などに係る経費が主なものである。１１節役務費は、

電話料やインターネット接続料の通信運搬費等である。１２節委託料については、会議録作成

のための録音反訳、会議録検索システムデータ作成業務に係る委託料である。１３節使用料及

び賃借料は、グランシップでの開催が予定される議員研修会の自動車借上料や会議録検索シス

テムのインターネット公開事業、議員用パソコン借上料が主なものである。１７節備品購入費

は、議会図書室用図書購入費で、１８節負担金補助及び交付金は、各種議長会等負担金の計上

のほか、議員団体定期保険料を計上している。２６節公課費は、議長車の車検に伴う自動車重

量税である。以上が議会費の新年度予算の概要である。 

  最後の⑵ その他であるが、特にない。 

  以上で、３ その他の説明を終わる。よろしくご協議のほど願う。 

○委員長（宮﨑雅薫君）まず、⑴ 令和２年度議会費当初予算について質疑、意見を伺う。発言

を許す。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（宮﨑雅薫君）新人議員がいるので、念のために申し上げるが、議会費の予算について

は、慣例で本会議及び委員会では質疑しないことになっているので、もし疑問があれば、今で

なくても結構であるので事務局長や事務局職員に確認をしていただきたい。 

質疑、意見なしと認め、質疑、意見を終結する。  

令和２年度議会費当初予算についてを終了する。 

次に、⑵ その他について、事務局からはないとのことであるが、委員から何かあれば、質

疑、意見を伺う。発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（宮﨑雅薫君）質疑、意見なしと認め、質疑、意見を終結する。  

  以上で日程第３、その他を終了する。 

━━━━━━━━━━━━━━ 

○委員長（宮﨑雅薫君）以上で日程全部を終了した。  

  これにて閉会する。 

━━━━━━━━━━━━━━ 

○閉会日時 令和２年２月１７日（月）午前１０時４９分（会議時間４９分） 

──────────────────────────────────────────────────── 

以上の記録を認める。      

令和２年２月１７日     

委員長 宮 﨑 雅 薫   


